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　　　　1．緒　　　　　言

　現今本郵に於ける桑樹害錨の種類は横山桐郎氏の報告セこ依り典主なるを107種に分

類詐繊されたり、更に藤1⊥劇一氏はユ2種の新害鍛をカilへ僑陵に119極の多数なる

が両追年増加を示しつNあり，然れ共各害鐡の記載に就て1ぱ未だ充分ならす、1持に地

方的に｛　Lla多凌害錨の維過習性に於てをや、本害錨は古くより桑樹害鐡として掲載さ

るNも未だ形態及維過習性等に關して詳なら魂就中磯生回激及越多状態の如きは各

地に依り趣を異にし正確なる調査を見ざるなり，余等は大正14年乃至昭和2年に：瓦

り本害巌が長野縣小縣誹区地方に多磯し害を逞しうせるを以て更に本害嶽の調査を進め

たり、以下之が大様を記さんとす。

　本調査に當り絡始遠藤教授の懇切なる助言を恭うし徳々實地調査に際し坂井安雄氏

より多大の便宜を與へられたり、依て蜘こ深謝す。

2．研　　究　　史

本種に就ては松村松年氏がクハジラミ（A．　nmnoiieura　M（）1’i　E　chwacz．）とし簡翠な

る形態的の記載を行ひ桑の害錨にして幼錨は白色の長蝋綜を有するを特認せしを噛矢

とす、共後佐々木忠次郎氏は桑の綿錨（クワジラミ、Psylla　sp？）と構し前氏より精細

なる研究を行ひ成錨及び幼錨の形態並に維過に就て記載し加ふるに豫防駆除法の一部
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　　　を以てせり・　IE　Vc・贋駄紙はク・・ジラ・（P・ylJa・p・）銘の下翻身深き形徽

　　　勲行ひ梨ジラミに類似せるものとせb，畑26ドに動桑名伊・之吉氏は同じ糧科

　　　（P・ylli・1・・）なるナシジラミ（IP・・y11・　PアriS・9・蹄・亡・）1・關し殆ど完結せる研究激

　　　初て轄錨の研究略せる麟・からす・後熱棚石弘民は釜繰髄篇舩にし本

　　　種の搬的記徽示せり・棘丹羽四紙及び藤保一・kE　r，Jlk　siE一に騨鮒松紙の言巳

　　　灘しと賜未だ船瑠め繊茸⑳纏は枷繍助日オ撫繊購融
　　　り「クハキジラミ」を探用す、街異名とL次の如きものあり。

　　　　　　　シロシプ（長野）

　　　　　　　クハノコナムシ（茨城）

　　　　　　　シラコ（香川）

　　　　　　　ウラコ（鳥取）

　　　　　　　シロコ（奈良）

　　　　　　　シラコムシ（島根）

　　　　　　　クハシブ・（長野）

・　　　昆錨學上の位置

　　　　　　有吻目Rhynchota，

　　　　　　　同翅亜同Homop亡era．

　　　　　　　　二節類Dimcra，

　　　　　　　　　木量葭奉昏Psyllidae．

　　　　　　　　　　マルキジラミ亜科PllaCOseminae，

　　　　　　　　　　　クノ、キジラミAuomoneura　Mori，　SChwarz，

　　　　3・形　　　　態

　【成　　瑚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

糊隙蜘噸似せる小形の毘瀧り・髄は鵜乃到醐にして一様ならす溺化

當時は薙なる灘馳を榔恰も別種害鑛の継有するも陛綴するに從ひ上言巳

の臓色に攣じ艘漸く頑丈となる。

〔頭部〕略三角脈尖り燭のvanl’・は艶鯛の軍偲光鮪賜り1なる耀艶の

幽！i咽まる濁鰯灘ユ゜節にして基部2節は短大にして総を呈し基音閲を

除酪翫先端部は淡融欄角ヨ翻には2本の感鵬軌囎吸・改敗して吻
（R°・t・’Uln’）は淡艶1鰍賊り細長なり、吻の先端は罫渇色の鞭き愈蜘。尖i」ittfJ

胸と巾胸の境部に露出するも其の中間部は第ユ脚の基部に被はれ現れす。

〔胸部〕前胸・　9：’llag・後胸の・部闘分噛緬酪肛脚綱大なるも胸散方もては
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中胸最大にして4條の條斑を有す、陶前胸の左右爾側に近く1封づSの小無繍liをも有

す、各胸部に1調の脚一1；！胸及び後胸に各1謝の翅を具ふ、脚は略同形なるも後脚と

なるに從ひ大さを塘す、先端より硬き2本の爪と1本の剛毛を生じ、第3脚には3．乃

至5．の距を附す、翅は透明膜質の長方形を呈し前翅は後翅より色濃く侵大にして朋化

當時は爾翅共に無色透丁！Jlなるも嚢育に俘ひ黒褐色の小斑黙を翅脈に滑て多生し絡に黒

褐色と攣す翅は伸び共の先は腹部瀞r罷越へ雄のは雌のより長くして10頭平均に依

れば雄3・851n・m・雌4・00　m・1n・なり、爾翅縁の所々に黒色の禰大形斑黙を散在するに

至る、翅脈は甚だ不確定にして各個膿にて差異を示す。

〔腹部〕紡纒形を呈し8節より域り各鰍腹側には1封の略々牛月形の氣門を具ふ，

雌の腹部は雄のに比し納巾廣く卑端丸昧を呈す雄のは扁早にして先端尖る。

〔膿長〕雌は雄より膿矧盟幅共に大にして各10頭に就て得たる結果次表の如し。

　　　　第一衷　　成爵髄長及駿幅

　　　　　　　　瞠　長　　　　盤　幅

　　　　雌　　　　　　 3．81nユ．1）1，　　　　1，50　m．m，

　　　　雄　　　　　　　3．63　”　　　　　　　1，33　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“

　【卵　〕

　長卵形にして巾贋まユ端に紐1伏の附着緑を有す、産卵當時は淡黄色を帯ぶるも次第

に黄昧を増し艀化期に至れば淡樫色に攣ナ、艀化前の卵に就て調査せる卵長及卵巾は

次表の如し。

第二表　卵長及卵幅

番號　　卵　　長　　卵　　巾　　番號　　卵　　長　　卵　　　印選
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（幼　　嗣

〔卿化當時〕肥躯は1略々扁三1め艮構圓形にして淡で絶を呈し1｝艶隈だZ〈IIJI瞭な1），眼

は紅色にして後頭部の爾上側に存し1紅階なり、働角は短小にして8節より域り第4節

は他に比し長大なり、脚は各女鞘々同大にして先端に2爪と良く嚢雌せる褥盤（爪IM

盤）を具ふ、艦には多くの白毛を密生す。

〔第一回晩皮後〕髄躯は少しく長く租女砲弾形を呈し騰節明となる，中、後胸部の背

側面に各ユ封の小隆起を現す両腹部末端より2條乃至3條の白色蛙鼓状の懸條物を磯し

共長さ膿長に及ぶ事あり。

〔第二回脱皮後〕膿の成長に俘ひ燗角もIFI！長し略々10節に分節す、中、後胸部の隆

赴は仲び小形の翅瓶を形造る、腹部末端の排泄物は巾廣く糊伏を呈す。

　　　　　　　　　　　　第三表幼錨腿長及罷幅

膿　　　　長 圏　　　　幅 備　　　　考

艀化　直後

謌齠ｯ脱皮後

謫��ｮ皮後

　1n．1u．

O，403

P，100

Q，920

　1n，ln．
O，194

O，605

O，820

6頭ξF均

T”

T　”

【輔）
　外形は幼巌に類似し大差なきも膿躯は更に長大となり略々域巌の膿長に達す、5頭

の『二均を見るに艘長3．82m．m．偲幅1，16m．m．なり。

4．経過習性

【維　　遡

　本種の成鐡は4月llt旬頃より旋卵をタ台め卵は15日内外にして艀化し幼鍛は3回の

脆皮を行ひ輔となりmも無く6月下旬より羽化し成錨の儘越冬す。

　本教室にて長野縣小縣郡浦！跡，より取寄せ飼育ぜる本極の維過は次の如し。

　　　4月一ド翁』　　藤垣P

　　　5月％日　　　卿化

　　　5月311ヨ　　　第1回脱波

　　　6月　4日　　　第2回晩皮’

　　　6月　8El　　第3回晩皮（化蜥）

　　　6月］5日　　　朋　化

　本鐡は年ユ回の獲生なるも産卵2ヶ月以上の畏期に竃れる爲め共俊の経過は甚だ不
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揃にして恰も2回乃璽3回の蟄生と誤認する事あり，次に経過式を示さん。

　　　　　　　　　　　　　　第四表　維過式

1月

十十十

2

十十十

3

十十十

4

十十十

働轡

5

十＋十

鵬囎醗

6

麹醗

○○○

　十

7

OOO
十十十

8

00
十十十

9

十十＋

10

十十十

11

十十十

12

十十十

＋、域　錨　　轡、卵　　一、幼　鐙1　0、蜥

　幽　　性〕

〔越冬〕本種の魔談は桑樹の晩秋粥珪に先じ桑園近くの聯草或は靴木林中に溜伏越冬

す、殊に南面の凋葉樹林Q・ギサカキ、クヌギ簿）中に多IJSt・ST．　dk－eり。

〔交尾〕’1JTJ初旬陽灘の候桑園に牙胸交尾を始む、交尾法は1骸llの頭部を粗並べ腹部

を側面よ財lll接し行ふを原卿とす。

〔破鹸の動作〕動作は極めて敏捷にして葡止の時は翅を置根形に背部に醗み共の欺1合

も大形の皮問に酷似す、之を捕ふれば假死の欺を示し巧に飛去る事あり。

〔産卵場所〕梢頭部の鰍芽及1軟葉に附齎綿を以て籍に盗潜せしめ、鰍葉は漿朕に溝て

裏πiiに多く塵卵するも表面に行ふ廓あり、されど枝條典他の部に塵垣liする瑛なし，

〔瀬P蜘調甕次表の如く弓馨に多きは3・・粒・1芽に費｝こ1・00粒以上の蔚　哲了

ふを矢llる。

、　　　　　　　　　　　　　　　第五表　藩卵数

＼＼＼＼調査番號
　　　、＼、，
芽先ヨリ赦数＼、

　　　1
　　　2
　　　3
　　　4
　　　5
　　　6
　　　7
合　　計

2F　　均

表i裏
0

3

8

3

3

0

0

17

2。5

　7e
19工

303

250

205

　82
109

1216

T73．7

2当呉

6

0

1

0

0

0

7

1．1

塁＿

66

285

128

121

31

6S

69S

表「裏
2

8

8

1

19

1163 P4・7

1，3fi

29S

321

131

8S5

22L2

表

1

4

5

0．9

裏

181

256

297

116

44

61

955

159，2

表

0

2

0

0

0

2

0．3

35

275

148

66

11

、嘉

s9

李均

ユ00．2

264．4

242．8

137．6

58、8

42，分

21．8
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〔集合性〕幼錨及輔は常に通風悪しき温斯を好み群棲し，給桑と共に翼室に運ばれた

るものは床上に降リユ隅に密集するを常とす。

〔排泄及分泌性〕幼轟及蝸の腹部末端には敏箇の小孔を有し白色蝋状物を分泌し術圧〔門

よりは一種の蜜液牲す、前者は桑葉を酬1にて被へるIMt，5せしめ騨「綿轟」（ワ

クムシ）の俗稽有り、後者は恰も桑葉に露を散布せる如く潤ほし、績きて諸種徽類の

寄生を受け汚染し、所謂「白澁」（シラシブ）の名を受くるものなり。

　　　　5・畿　生　場　所

　本種は本邦の何れの桑園にも畿生すると報ぜらるXも余等の調盗せる獲生場班は長　　゜

野縣小縣邪、浦里、泉臥青木、刹！川、室賀、鞭尻諸村及び上田市内城下、大塁地方

なり、何れもナラ、クヌギ、カラマツ、マツ、を主とせる雅木林に隣接せる通風不良

なる束、南面の傾斜地或は窪地にして殊に密植桑園に焚生魑し。

6．被害の欺況

　【桑樹との關係］

　本種は成轟幼錨及び蜥の各時代共に桑樹に害を及ぼし成錨は桑葉の養液を吸牧しヨ

コバイ類の被害と類似の小黒斑を生す爲に往k被害傷摸より諸種菌類の侵入を受け細

菌病膿病す糠あb．購及闘は何れも直接縢藥の養液脚敵し賄を妨ぐる

のみならす其の排泄及び分泌物を以て枝條をも汚染し有害徽類の窃生に基く諸病を誘

嚢せしむ、卵は芽の燕口に産卵し鰍葉のIFIi長展開を妨ぐる事甚し。被害著しき桑の根

際に於ては土色青次色に墾じ石汕の、奥に似たる一一・種の奥氣を磯す。

　【懲兇との關係】

　本種は慰児に直接の鰺審無きも養分撫取並に汚染に依る不良飼料に起因せる閲接の

被害を與ふるものなり、されど給輿と共に翻座に運ばれたる幼轟及び痂は桑葉より獄

座に移り獄膿をも這ひ廻り食桑を妨ぐる事紗しとせす。

7・豫防駆除法

臓　防濁
（ユ）桑樹の密植を避け通風を計るは本種の繁殖を不適當ならしむ。

（2）本種の害は春翻用桑に多く夏秋翻用桑に勘ければ事情の許す限り春期獲芽前伐

探法を施し被害の減少を計る事。

（3）被害は桑品種に依り異り邸ち鼠返、四方険は魯桑系の品種よゆ甚しきを見る。

されば例年の被害地に術栽植を績くる時は品種選鐸を必要とす。
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　（4）本種の成錨は上蓮の如く桑園の周園或は隣接せる雑草雑木林中にて越冬するも

のなれば雅草の刈取り雌木林の下刈は本種の有効豫防法なり。

（5）本種は桑以外の植物を害せざるものなれば被害甚しき桑園は他の作物栽培に轄

用するを可とす。

　【騙　除法】

（ユ）本種の成轟は誘蛾燈にて誘殺せしめ得るものなれば他害鍋の駆除と鍍ね誘殺用

電燈の設置を推奨す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

（2）部分的に稜生せる場合は羽化前に被害葉條のみを静に摘探し焼却するか或は石

汕申に投じ殺減せしむべし。

（3）幼錨及び踊の駆除測とし次の殺巌剤を用ふべし。

　石油乳剰

　デリス石鹸萱石式

　　デリス石鹸　　　　　　　160蝕

　　溜　　湯　　　　　　　　　　　1石

　ネオトン剛（東京理研嚢費）

　　ネオトン　　　　　　　　　　　　60‘匁

　　加黒石鹸　　　　　　　　　　　　］20イ匁

　　温　　湯　　　　　　　　　　　　1石

　本種の駆除に各殺轟剤反當1石（株附1－2含）の割含にて有効とす、本剤を撒布

せる桑葉を獄児に給與する場合は撒布後必すユ0日後を可とするも雨天に先んじ行へ

る時は7日聞後にして無害なるを實験せり。

＆　総　　　　　括

（1）本種の域錨は卿化當蒔は淡黄線色なるも老熟御晋褐色に墜す、卵は附蒲綜を有

し幼鐡と蝸は共の形態類似す。

（2）本種は年ユ回の爽杢なるも産卵、長期に渡れる故に其後各特代の経過甚だ不揃

なり、越冬は域錨にて行ふ。

（3）本種は通風不良にして蔭欝なる山間部或は窺地の桑園に多焚す。

（4）本種は桑葉申の養分を吸牧擶取し或は傷痩を與へ樹勢を衰しあ爾桑葉を排泄物

にて汚染し或は諸病を誘獲せしめ鍛児飼料に不適當ならしむ、幼錨及び踊は慧座を旬
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廻り獄兇の食桑を妨ぐる事有り。

（5）本種の豫防は桑園の設定に注意し獲生少なき地を求め被害の少なき品種を選び

密植を逓け植附くるを可とす。成巌の騙除は燈火誘殺に依り幼轟及び亘1而は鍛児に給與

10日前に車オトン齊1にて駆除すべし。

9・丈　　　　献

松村松年　　クハジラミ　　昆轟分類墨上雀　　　　　　明治40年

石渡繁胤　桑ノ綿巌　　栽桑ト養鍛　　　　　　明治4］年

小貫信太郎　クハジラミ　實用昆錨墨　　　　　明治42年

佐k木忠二郎　　桑ノ綿轟　　　日本農作物害爵篇　　　　　　明治4S年

桑名伊之吉　　ナシジラミ（梨木蚤）農慕試瞼場報告　40號　N’大立2年

明　石　　弘　　クハジラミ　　翼桑害錨篇　　　　　　　　　大正3年

丹朋四郎　　クハキジラミ　實用桑樹病錨害駆除法　　　　　大正5年

松村松年　クハキジラミ磨i用昆錨墨　　　　　　大正6年

蓮藤保太郎　クハジラミ　最新桑樹栽培墨　　　　大正8年

横山桐郎　　日本獄桑害鵡筒録　憲業試瞼場彙報19號　　　大正12年

長谷川克己　桑樹病鍛害驕除剤ト翻児トノBM係二就テ

　　　　　　　　　　　　　　佐久良會羅誌　ユ4號　　　　　大正13年

藤山周一　　桑樹ノ新害鐡二就テ　鐡業試験場彙報　27號　　大正14年

樋口i琢磨　　スリツプス鍛昌因ル鐡桑ノ被害＝就テ

　　　　　　　　　　　　　　鱗新報磯號　　大正韓

よH・C。ms亡ock，　The　Wings・fエugectsJ　917．

正【・OsbOrn，　AgriCu1紅1ral　Eu亡omology，　ユ916．

W．Lochhead，　Eeonomic　En亡omol〔1gy，1919．

LHoward，　The　lnsect　bookユ920，

」、H．　Comstoeユζ，　A｛anual　for　tlユe　study　of　I　nsects　1920．

（1927・9・19・於上田獄綜專門學1交生物學教察）
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